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2026年9月24日発行タイトル文字のデザインは8/29防災イラストづくり講座の参加者の作品です

    ｢駒ケ根高原の川しらべ｣を変更

   防災イラストづくり
8/29
29名

絵手紙9/3
13名

秋のバッタたんけん 9/12
40名

大雨増水で小川に島が出現

みんなで
流域治水

❶

8月15日～9月14日

詳細はコチラに掲載しています

秋の野菜の大根のタネをまきました
くぼみをつくってタネを3ツブまき
土をかけて たねまき完了

また会おうねウスバキトンボ 8/22
38名

【かわらんべ】は 天竜川総合学習館の愛称で、河童【カッパ】を意味する伊那谷の方言にちなんで名付けられました。
【かわらんべ】は 天竜川の防災拠点であり、天竜川周辺の自然や地域を学ぶ総合学習の場、地域コミュニティーのシンボルでもあります。

夏休み星の観察教室 8/18
21名

ダイコンのたねまき 9/5
41名

くわしい内容を三面で紹介

海を渡って旅するトンボの行き先さがし トンボのハネに印をしてはなす
マーキング調査を 全国の仲間と取り組む先生に教えてもらいました

夏の夜  銀河の
「天の川」を
ながめました

つぎに どこかで
みつかったら

大発見があるかも

池の水生昆虫は最強ハンター 9/5
35名

関連の内容を三面で紹介

ハネに
しるしをつける

マーキング

これが
ウスバキトンボ
赤トンボの仲間

です

メスがタマゴを
うむようすを

かんさつ

ウスバキトンボ
たくさん

とんでいます

ハネの黒字が
マーキングした

しるしです

人と川、自然をつなぐ広報誌

池の水生昆虫さがしと
外来生物の退治を同時
にやりました

17年つづけている
ウシガエルたいじの
けっか はっぴょう

がいらいせいぶつ たいじ
ウシガエルとザリガニを

たいじしました

池の
すいせい

こんちゅう
さがし

雨あがりの
いいてんき
みんなで
たねまき
しました

３面の
ダイコン

さいばい日記
もみてね

めあては
４つあります

さがしました
❶金星
❷おり姫星とひこ星
❸いろんな一等星
❹夏の大三角

草原のバッタとり
を楽しみ種類さが
し競技と飛んだ時
の滞空時間競技に
夢中になりました

夏の花を描きました

バッタのしゅるい
でポイントが
きまります

このトノサマバッタ
よくとびました

とびすぎて
木のてっぺんに

ちゃくち

バッタのしゅるいさがしきょうぎ

バッタとばしきょうぎ

とんでいる
じかんを

きそいました

バッタのしゅるい
さがしの

ひょうしょう

バッタとばしの
ひょうしょう



※リクエスト講座の詳細やお申し込みについての情報はホームページに掲載しています 【かわらんべ】 で検索

●シニア大学 諏訪校
8 名  9月2日（水）

●川路小学校 自然工作クラブ③
10 名  9月1日（火）

●豊丘北小学校  4学年
14 名  9月2日（水）

●飯田市環境課
13 名  8月23日（日）

●下伊那農業高校 生産技術コース3年
 20 名  8月26日（水）

●七和の里「ふわり」
9 名  8月20日（木）

ご利用いただきました

8月15日～9月14日
のようす

学校の授業支援・親子レク・地区行事など
園・学校・各種団体からの要望を受けて

ご依頼団体と一緒に企画･運営する講座です

●社会福祉法人 松美会 がじゅまる
13 名  8月21日（金）

環境チェッカー
による飯田松川
での水生生物調査

出前
講座

出前
講座

●川路･龍江･三穂 小学校3校 1学年
37 名 9月4日（金）

●鼎小学校 環境クラブ
17 名  8月27日（木）

出前
講座

野底川で
水生生物調べ

小川の生き物
さがし

●竜丘公民館･下伊那教育会生物委員会
63 名  9月6日（日）

●阿智第一小学校 1学年
25 名 9月9日（水）

しおり作り
ストーンアート

くるみキーホルダー作り

●キャンプ砂防2026in天竜川

6 名  8月25日（火）
三六災害と
治水対策事業

●浜井場小学校 アウトドアクラブ③

15 名  8月27日（木）

●旭ケ丘中学校 1年1組 
31 名  8月25日（火）川エビの見分け

生息環境と飼育方法
出前
講座

出前
講座

【注】表示した人数は児童数・生徒数ですが､
一部はスタッフなども含まれます
（また､一部は申込時の予定人数の場合もあります）

会場提供・道具貸し出しなど施設利用

●NPOくれよん 8月18日（火）
●南信州･飯田フィールドスタディ 8月28日（金）
●下伊那授業づくりの日 9月11日（金）

河川の水質と
水生生物の変化

●大下条小学校 1･2学年
17 名  9月3日（木）

水生生物調べ出前
講座

【南信州サイエンスクエスト】
天竜川水辺の楽校いいだ
竜丘エリアでの
水生生物観察会

出前
講座

アクアリウム
プレート作り

石ころアート
しおり作り
水害学習・生物観察

●天上職場体験 赤穂中学校２学年
4 名  9月11日（金）

※つづきは右のページ下段に掲載

アクアリウム
プレート作り

石ころアート

しおり作り

河川環境を活用した
体験活動の準備

三六災害と
治水対策事業

松川の水質調査と
水生生物調査



●住所：〒399-2431長野県飯田市川路7674番地 ●開館時間：9:00～17:00 ●休館日：月曜日と祝日の翌日 ●入館無料

かわらんべの防災の取り組みを紹介しよう 【 】１
みんなで
流域治水

❶
■当初「駒ケ根高原の川しらべ」でサボウ学習の予定でしたが、雨天のため会場･内容を変更して実施しました

8/29
29名

駒ケ根高原砂防フィールドミュージアムの砂防情
報センターと太田切川に行って「サボウそうち」の
学習と体験をする予定でしたが、停滞する台風が秋
雨前線を活発化させていたので、活動場所と内容を
変更し、かわらんべの防災講座【みんなで流域治
水】の活動や、NIPPON防災資産 優良認定をみんな
に知ってもらうためのイラストを作成しました。

水防災のことが伝わるように事前の学習として、
65年前の三六災害や20年前の平成18年7月豪雨のこ
とや、流域治水のことを学んでからデザインを考え、
１時間ほどで一気に書き上げました。短時間の制作
でしたが なかなかの作品ぞろいです。広報誌やホー
ムページなどでこれらのイラストを使ってかわらん
べの活動を紹介していきます。

子ども講師（小6）が講座で発表！

ゲンゴロウの成長と生活の観察記録

※くわしくはホームページの この講座のページをみてください

●JICA 東ティモール本邦研修
14 名  9月12日（土）

●伊那谷自然友の会
14 名 9月13日（日）

【南信州サイエンスクエスト】

わくわくフィールド
たんけん

前のページからのつづき

９月5日かわらんべ講座の｢池の水生昆虫は
最強ハンター｣では、いつもは参加者として
説明を聞く側の子どもに、説明する側の講師
をお願いする試みで講座を運営しました。

今回はゲンゴロウをこよなく愛する小学６年生の子ど
も講師が、飼育を続ける中で知ったゲンゴロウのくらし
などを写真や動画を使ってスライドにまとめ、参加者親
子を前に堂々と発表してくれました。 発表のさいごに
「これからも、南信州にゲンゴロウが生息できる環境が
残っていってほしいと思います」と 発表をしめくくると
会場からは大きな拍手がおこりました。

小学校に上がる前から「かわらんべ講座」
に参加してくれている高橋俵大さんが 
きょうみをもった生きもの【ゲンゴロウ】
を幼虫から飼育観察してわかった成長や生
活のようすを紹介してくれました

9/5

これまで使っていた
ロゴマーク（左）を
みんなのイラストと
メッセージを使って
新しくする予定です
みんなに知ってもらう
ため缶バッチにしたり
広報誌などで使って
活動を広めていきます

ゲンゴロウの成虫の飼育だけでなく、
幼虫から成長させて成虫に羽化させ
る飼育もやったそうです
毎日のエサや、サナギになるときの
場所づくりなどとても手間がかかっ
て たいへんな飼育なのですが、成虫
に羽化したばかりで黒くなる前の
【金色のゲンゴロウ】の姿は、この
飼育をした人でないと見られない貴
重な写真も紹介してくれました

事前に池でとっておいたゲンゴロウな
どの最強ハンターを手にとっての説明
には、聞く側の子どもたちも身を乗り
出してこのようす
子ども講師は 室内でのプレゼンの時よ
りイキイキと説明していました
講座の最後には、子どもたち全員で
観察したゲンゴロウやミズカマキリな
どを池にはなしてあげました
来年 もっとふえるといいね

9月10日（木）くもり
め がでてる！

9月5日（土）はれ
みんなで たね まいた。

たねまきのあと
まい日 雨がふりました
雨があがって みにいくと

三六災害と
治水対策事業



※11月の休館日は､2日(月)・4日(水)・9日(月)・16日(月)・24日(火)・30日(月)

土

午前9:00～11:00

招待者
限定

定員
20名

【注】通常のお申し込み受け付けはおこないません

 や  たいけん

つ もの  

たいけん じょ  せいかつ  

■講座のお申込み時には、参加者全員のお名前・ご住所・
お電話番号・学校名学年をお知らせください

   付き添いだけの保護者の方もお申し込みください
■天候・水量などから【中止】や【変更】となる場合もあります
最新情報をホームページで確認してから来てください

受付中

※10月の休館日は、5日(月)・13日(火) ・19日(月)・26日(月)

11/28

●TEL 0265-27-6115 ●FAX 0265-27-6125 ●ホームページ kawaranbe.net ●SNS(X) @kawaranbe ●電子メール info@kawaranbe.net

土

ことし どせい あき ほしぞら かんさつ  

土

成人講座 午前9:00 ～11:00

■持ち物
・筆記用具
・教材費300円

定員
20名

10/10
■持ち物
・野外活動の服装
・筆記用具
・飲み物

■持ち物
・歩ける服装
・筆記用具
・飲み物
（雨具･長ぐつ）

■持ち物
・筆記用具 ・飲み物

みんなで
流域治水

③

10/17 10/24みんなで
流域治水

④

10/ 1

土

午前9:00～11:00

かわらんべ・正面の天竜川

子どもと保護者 かわらんべ 午前9:00～11:00

かわらんべ

木

小学生と保護者 かわらんべと その周辺

受付中

流れる水が 大地をけずったり、土砂を
流したり、つもらせたりする「はたらき」
を天竜川などの実際の川のようすを観察
しながら学習します
この流れる水のはたらきが大きくなると
水災害です 水害がおきるヒミツをしらべます

はんらんや土石流などの水災害のリスク
を示した「ハザードマップ」や、過去の
「水害の目じるし」について学びます
「千年に一度」の大雨が発生した想定で
ハザードマップで安全な場所をさがして
水害から逃げる体験をします

コウゾという木
の皮を材料にし
て作った紙を
｢和紙｣といい
和紙をつくるこ
とを｢紙すき｣と
いいます
この昔ながらの
和紙の作り方を
体験し、紅葉を
すき込んだ和紙
を完成させます

講座へご参加いただくときのお願い事項

■開始時刻５分前には受付をすませて会場でお待ちください
■講座によって・季節によって 開始時間が早い場合や遅い場合があります

■事前にホームページの「おしらせ」や講座ページを見て最新情報を確認して
からご参加ください（急な変更や持ち物の追加などを掲載することもあります）

なが みず

わし みず さいがい

季節の画題を楽しく自分
らしく描きます
完成したら みんなで作
品を鑑賞しあい、創作の
ヒントも吸収でき上達へ
近道できます

10/ 3
正面の水辺の楽校の小川

天竜川など川で見かける堤防
(ていぼう)や護岸(ごがん)やダ
ムや堰堤(えんてい)の役目って
知ってる？
かわらんべの小川の石を使って
自分たちで河川工事！
川で遊びながら水災害を防ぐ方
法を体験で学びます

子どもと保護者 午前9:00～11:00
土

かせん こうじ

■持ち物
・軍手
・川遊びの

服装
・飲み物

みんなで
流域治水

②

成人講座

土11/7 午前9:00
  ～12:00 11/14

土11/14
午前9:00
～11:00

夜18:30
 ～20:00

11/ 5午前9:00
  ～11:00

みんなで
流域治水

⑤

土11/21午前9:00
 ～11:00

木

防災講座参加者を 焼きイモ体験に ご招待します

みんなで
流域治水

人気講座のサツマイモ収穫と焼きイモ体験に
防災講座①～⑤のどれかに参加してくれた方
をご招待します 焼きイモ体験希望者は防災
講座に参加しよう！ コレが目じるし

土

あき  とり  み

子どもと保護者 水辺の楽校・天竜川の堤防
10/31

午前9:00～11:00

■持ち物
・双眼鏡(ある人)
・筆記用具
・飲み物

モズやジョウビタキなどの秋の鳥た
ちを天竜川を歩きながら探します
開館当時から毎年続けている講座で
すので､過去の結果と比較すると鳥
たちの変化もわかります

定員
30名成人講座 11/19木午後13:30

～15:30

土

午前9:00
  ～11:00

6/27に中止した
講座を復活！

子どもと保護者

こ
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